
Ｎｏ 質　　問 回　　答

1
本事業における過年度までの成果（達成事項）と来年度以降の課題
（未達成事項）についてご教示ください。

例年出席率が高く、利用者アンケートでも高い評価を得ています。また、中学３年生
については、受講生のほぼ全員が第一希望または第二希望の学校に合格しています。
家庭環境に課題がある生徒もいるため、学習面以外でのメンタル面のサポートやモチ
ベーション維持のための支援は継続していく必要があると認識しております。

2
本事業の対象者となる方々の抱える課題について、貴自治体におけ
る特徴等があればご教示ください。

対象者の抱える課題やその対応について、貴法人の考えを提案書やプレゼンテーショ
ンでご提案ください。
区や教育委員会の考え等は、詳しくは「北区子どもの未来応援プラン」に掲載があり
ますので参照してください。
http://www.city.kita.tokyo.jp/k-mirai/kosodate/shien/hinkonkeikaku.html

3
過年度及び本年度の教室ごとの参加者数と出席率をご教示くださ
い。

令和４年度８会場及び令和５年度９会場の会場別（会場Ａ～Ｉ）の参加者数と出席率
は、以下のとおりです。（令和５年度については、令和５年１２月までの状況で
す。）

4
５（９）過年度及び本年度のオンライン授業の実施回数をご教示く
ださい

令和４年度及び令和５年度は、教室全体をオンライン授業では実施しておりません。
不登校等事情がある生徒については毎回の授業をオンラインで実施しております。継
続的にオンライン授業を受けた生徒数は、令和４，５年度ともに３人です。

5
６（２）申し込みの受付方法をご教示ください。また郵送により受
付をしている場合は、返信分の郵送料は対象者負担と受託事業者負
担のどちらでしょうか。

今年度までは郵送にて申し込みの受付を行っております。返信分の郵送料は対象者負
担としています。なお、専用フォーム等によるオンライン受付を妨げるものではあり
ません。
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6
６（３）⑤過年度および本年度の、再募集の送付数をご教示くださ
い。

令和４年度は当初募集にて定員を上回る申し込みがあったため、再募集は行っており
ません。令和５年度は９２２件送付しています。

7
６（４）②「北区内の会場」とは、会場（教室）となる区有施設等
を利用することは可能なのでしょうか。

事前面談の場所は、受託事業者にご用意いただくことになりますので、授業を実施す
る会場（教室）とは異なるかと思います。面談は公共施設の予約でも、受託事業者の
所有する教室等でも構いません。一か所に限らず、複数か所で実施していただいても
結構です。

8

６（９）「月１回（年１０回）の定期カウンセリング」とは、対象
者全員に実施されているのでしょうか。それとも希望者や必要な対
象者に限定し実施しているのでしょうか。また「年４０回程度の巡
回カウンセリング」とは必要な会場に巡回する想定で相違ないで
しょうか。

全受講生必須ではありません。希望者または学習支援リーダースタッフが必要と判断
する生徒を中心にカウンセリングを実施していただきます。巡回先は必ずしも均等で
ある必要はなく、重点的に継続してカウンセリングする必要があると判断した生徒が
いた場合、当該教室に続けて巡回するといったことも可能です。

9
６（１０）過年度および本年度のイベントの実施回数と内容をご教
授ください。

イベントは例年２回実施しております。令和４年度は勉強方法診断と生徒のキャリア
教育を実施いたしました。令和５年度も同内容のイベントを実施する予定です。

10

・「５ 提案書の作成様式、記載上の留意事項」について、「（2）
提出様式」の記載内容を満たしていれば、余白等は適宜調整しても
よろしいでしょうか。また、Wordではなく、PowerPoint等で作成す
ることも可能か否か、併せてご教示いただけますと幸いです。

「記載上の留意事項」の記載内容を満たしていれば余白等の調整は可能です。しか
し、ページ左端に綴じ込み用の穴をあけるため、そちらに文字や図表等がかからない
よう１～２cmのゆとりを確保していただければ幸いです。また、資料の作成にあたっ
ては、Wordではなく、PowerPoint等をお使いいただくことも可能です。
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